
第1回　日本核医学会中部地方会

群と比べ大きな変化がなかった．しかしスズコロイドは

対照群と比べ著しい増加傾向を示した，なおヘパリン投

与による集積抑制効果は肺，腎ともにみられたが，腎が

より著明であった．以上の実験結果よりendotoxin投

与により，最も大きく体内分布が変化するのはスズコロ

イドであることが判明した．目下，その要因，機序につ

いて検討中である．

20．99mTc・フィブリノーゲンの臨床的有用性に関する

　　基礎的検討一その2一
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下肢深部静脈血栓症6例のうち2例

人工血管移植術1例のうち1例

心房内血栓症1例のうち1例

肺塞栓症1例のうち1例
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　悪性胸腺腫1例，肝細胞癌5例（うち2例はemboli・

　zation後）のうち0例が検出できた．

　以上の結果より，新しい血栓症では集積するが，古く

なると集積しない短所がある．また深部静脈血栓症の症

例については，すべて1251－fibrinogen　uptake　testで陽

性となったものを行っているが，6例のうち2例という

低い検出率であった．悪性腫瘍についてもすべて検出で

きておらず，今後labelingの改良や，古い血栓症でも

検出できるような製品の開発が望まれる．

　前回，99mTc一フィブリノーゲンの腫瘍および膿瘍への

集積について報告したが，今回実験的に作製した血栓へ

の集積について検討した．方法はラットの左大腿静脈を

露出剥離し，5分間結紮して作製した．結紮中，末梢部

にクランプで数回挫滅を加えた．結紮解放後，一定時間

の後99mTc一フィブリノーゲンを約10μCi尾静脈より

注入し1時間後に，左大腿静脈を1cm，血栓とともに

摘出し放射活性を測定した．対照として右大腿静脈を摘

出した．結紮解放後30分に99mTc一フィブリノーゲン

静注した場合の左右のカウント比は1．3～10．9倍であり

平均6．0倍であった．同様に3時間では1．0～13．0平均

4．0倍，12時間では3．2～9．1倍，平均4．9倍，24時間

では1．4～6．3倍，平均3．5倍であった．30分～24時間

では集積に著明な差はみられなかった．99mTc一フィブリ

ノーゲンは血中でも良好なclottabilityを保持している

と思われ，血栓の評価としての種々の臨床応用が期待さ

れる．
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99mTc－fibrinogenによる血栓症および悪性腫瘍の検出

について得た結果は次のごとくである．

22．尿中ferritin測定の一考察
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　肝細胞癌15例，肝硬変28例，転移性肝癌11例，

肝転移のない胃癌8例の計62例について尿中および血

清ferritinを中心に，　CEA，β2・microglobulinそして

AFPをRIAにより測定し検討を加えた．

　尿中ferritinは肝細胞癌で相乗平均23，988　ng／日と最

も高値を示したが，各群で有意の差は認められなかった．

またAFP低産性肝細胞癌では血清と同様に尿中ferritin

は高値を示す傾向が得られた．Out　putとして表現した

尿中と血清のferritinは有意の正の相関を示した（r＝

0．4071，p＜0．01）．

　尿中および血清CEAは転移性肝癌で高値を示したが，

尿中および血清β2・microglobulinは各疾患ともに異常

高値を示す率は少なかった．

　各種tumor　markerを集団検診に利用する試みの1つ

として今回尿中の濃度につき検討したが，sensitivityと

speci6city共に血清には劣っていた．まだ症例数も少な

い段階であり，今後さらに詳細に検討が必要と考えられ

た．
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